【執筆要領・サンプル原稿：本文】
　このサンプル原稿をそのまま使用して上書きしていただいて結構です。

タイトル、英語タイトル、所属、著者氏名、氏名のローマ字、本文（はじめにから最後のまとめまで）、参考文献、脚注、要約（200字程度）、プロフィール（120字程度）の順でお願いいたします。
　文体はである調とし、ですます調は使わないでください。
　一般の読者の方のために理解が困難な専門用語、略語や業界用語は避けるか、わかりやすい説明をお願いします。英語の略称にはフルスペルを示してください。
　原稿本文の英数字は半角文字のCentury体でお願いします。
その他全角文字には明朝体を使用してください。
表題、節、小節、および本文中での図、表のキャプションはゴシック体を使用してください。
各節の直上には空白行を入れます。
　節は、1.　2.　3.　とし、小節は、(1)、(2)、(3)として、さらに小節の中をわける場合には①、②、③としてください。
　年号は西暦でお願いします。和暦を使用される場合には2020年（令和2）としてください。
　数値と単位の間には半角スペースを入れてください。
　　2,175 km、45 L （リットルはLにしてください）
　図表の番号、文献番号、脚注番号は赤字でお願いします。

　本文約4,400字、図表6～8枚で6ページ（本文4,000字、図表5枚で5ページ見当です）の印刷仕上がりです。
【図、表、写真】は、内容を分かり易くするために重要ですので、なるべく入れてください。カラー印刷しますので、鮮明なものをパワーポイントファイルで1枚1スライドにキャプションと共に貼り付けて作成ください。本文原稿に図などは入れないでください。不鮮明なものや、内容が非常に多く小さいフォントサイズの図や表は、かえって読者に見ていただけないので、図中の文字も本文と同程度のフォントサイズになるように調整ください。
　また、図、表には連続した番号とキャプションを簡潔にお願いします。原稿に入れた図、表は必ず本文で引用してください。図、表の説明は本文に入れ、キャプションに説明は付けないでください。
　参考文献については、一般的な読者が比較的容易に理解できることを優先としていただいて、原則として5点以内として、本文中に内容の説明を行ってください。
　公表された著作物やウェブサイトからの図表や写真の引用は、著者の責任において適切に行ってください。
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1.　はじめに
  米国の9.11同時多発テロ以降も、多数の人間を殺傷するテロが世界各地で発生している。テロ組織の世界中への蔓延や、インターネットを通じて、テロを行うための情報が流れたりして、その根絶は難しい。なかでも、爆発物はテロの主要な手段として実行されてきている。爆発物テロの現状とその対策について解説する。
2.　爆発物テロの発生状況
　世界におけるテロの発生件数は、年によって変動はあるものの、1年間に1万件前後あり、死者は1万人以上、負傷者は3万人以上にもなっている。
　アメリカの国立テロ対策センター1)によると2013年には、9,707件のテロ事件が93カ国で起こり、17,800人の死者と32,500人以上の負傷者があった。1カ月平均で、808件のテロ事件の発生、1,490人の死者､2,710人の負傷者であった。このうちイラク、パキスタン､アフガニスタンの3カ国で発生件数の57%､死者数の66%、負傷者数の73%を占めている（図1）。
　図2に2013年の発生したテロ事件の内訳を示すが、爆発が事件数の57%を占め、爆発物テロが最も脅威となっている。その他のテロ事件は、武器使用､暗殺､施設攻撃､人質誘拐などである。化学・生物テロは10件発生した。ハイジャックは13件発生したがすべて自動車で、航空機、船舶では発生しなかった。
　2013年に起こった5,500件の爆発物テロ事件の中で、自爆テロは510件発生して、それにより3,800の死者と7,700人以上の負傷者が出た。自爆テロによる被害は、自爆テロ以外に比較して、死者数は平均で1件当たり約5倍も多く、多くの人を巻き添えにするために深刻な事態となっている。
　テロでなくても欧米では、毎年多くの爆発物使用事件が発生している。図3、表1にアメリカ、カナダにおける捜査機関による統計を示す。アメリカではテロによる爆発物使用事件は連邦捜査局(FBI：Federal Bureau of Investigation)が扱っており、爆発物データセンターで情報の共有を行いながら事件に対処している。発生件数が毎年5,000件以上に達しており、そのうち約75%が実際に爆発している。
3.　最近の爆発物テロの傾向
　最近発生した海外での爆発物テロ事件を表2に示す。2009年12月の米国における航空機内爆破未遂事件の犯人は下着の中に爆薬を隠して持ち込んでおり、オランダを通過する際に検問で爆発物を発見できなかったことで問題となった。同様に、2010年10月には、同じく米国向け2機の航空貨物機内でプリンター用トナーカートリッジの中に爆発物を仕掛けたものが発見された。これは攻撃対象が貨物機にまで拡大してきたことを示している。2014年に入っても、米国政府から体内に爆薬を隠すなどして、検問での発見を困難にする爆発物に関する警報が出されている。これらはいずれも中近東からのものとみられている。いずれの事件も未遂に終わっているが、爆発物対策について知識のある者が、厳重な警戒をくぐって機内に持ち込もうとしていることがわかる。
4 テロで使用される爆薬
　爆発物使用事件では、手製爆発物(IED : Improvised Explosive Device)として、日用品として購入できる物品や、化学的知識や実験機材が無くても製造可能なものが使われる傾向にある。テロには、既存の軍用や産業用の爆薬も使われるが以下に紹介する。
(1) 軍用爆薬
 　高性能爆薬であるTNTやプラスチック爆薬などがある。国内では入手が困難で、悪用されることはない。過去には多くの国際テロでプラチック爆薬が使用されたが、探知剤の添加が条約で義務づけられて発見が容易なような処置がなされている。
　ヨーロッパ内では陸続きで移動が自由なために、不安定な国から爆発物や武器が入り込む状況にある。それらを使用した襲撃事件がフランス、ベルギーなどでみられた。わが国では過去にカルト集団が高性能爆薬を製造して爆発物を作ったことが知られている。
(2) 産業爆薬
　含水爆薬、硝安油剤爆薬など土木工事、採石などに使用される爆薬である。国内では火薬類取締法により厳しく管理されているので犯罪に使用された例は少ない。2004年3月のスペインの列車爆破事件では、火薬庫から多量に盗まれたダイナマイトが使用されたことが判明している。なお、現在先進国ではダイナマイトは製造していない。産業爆薬は盗難に注意するとともに、盗難や行方不明になった場合には、テロに使用されることに警戒しなければならない。
(3) 手製爆薬
　産業爆薬でもある硝安油剤爆薬は、原料の硝酸アンモニウム(硝安)が肥料でもあるので入手も容易で、製造も可燃物を混ぜるだけで簡単にできるものである。1995年にアメリカのオクラホマ連邦政府ビル爆破事件で使用された。ビルが半壊し168名の死者がでた。国内でも、硝安が容易に手に入る状況は同じであり、数100kgの爆薬を製造した例があり、もし爆発したら海外の事例のように大きな被害が生じた可能性が高い。
① 有機過酸化物
　最も多く使用されるようになってきているのが有機過酸化物である。漂白剤、洗剤、溶媒などを反応させて合成する。2005年7月のロンドンでの多くの死傷者を出した地下鉄、バス爆破事件で使用された。国内でも最近多くの有機過酸化物による爆発物使用事件があり、中にはロンドンで使用された量に近い大量合成をした例もある。
② 硝安油剤爆薬
　肥料である硝酸アンモニウム（硝安）に油を混ぜたもので、自動車爆弾などの大量爆破事件に使用される。起爆には。伝爆薬*1が必要である

③ 花火
　花火を分解して中の成分である、黒色火薬、塩素酸塩爆薬などを圧力鍋、鋼管などに詰めて使用する。
5.　爆発物探知
　爆発物テロ事件を防ぐには、隠された爆発物を見つける爆発物探知が最も有効である。空港や重要施設などで、爆発物が持ち込まれないように、爆発物探知が行われている。
(1) トレース探知
　爆薬のにおいや､爆薬を取り扱った手などにより指紋として付着した爆薬を拭い取って検査する方法である。高感度分析装置を用いるので、指紋1個からでも探知可能である。空港などで使われるものは、探知性能ばかりでなく、処理速度、低誤報率なども要求される。
(2) バルク探知
  スーツケースなどに隠された爆薬をかたまりとして探知する方法は、X線が主に使われている。通常の手荷物の検査では、X線透過画像による検査が行われ、起爆装置、金属容器、ナイフ、拳銃などを発見可能である。しかしながら、爆薬は有機物のためにX線では像としてはとらえ難い。そのため、人の診断医療にも使われているX線CT機も爆発物探知に使用されている。この方法では、スーツケース内に隠された爆薬の位置、形状、密度、質量と共に起爆装置、乾電池などの識別ができ、ベルトコンベヤーで流れるスーツケースを自動的に判別できるようになっている。
(3) ボディスキャナー
　乗客には金属探知機で検査をして銃器、刃物、乾電池などの持ち込みを防いでいるが、爆薬そのものは検出が難しい。そのため下着などの中に隠された爆発物を探知するために、ミリ波*2やX線を照射して、衣服を透過して隠された危険物を発見する装置が開発されている。これをボディスキャナーといい、欧米の空港などで使用されるようになってきた。
6.　まとめ
　国内では、今までのところ大きな爆発物テロもなく、対策が功を奏しているといえよう。ただ、今後は、テロ発生時の被害軽減や拡大防止についても対策を進めていく必要がある。
　アメリカでは、社会インフラへのテロ攻撃に対する防御について政府で取り組んでいる。飛行機や自動車爆弾が原子力発電所や石油化学コンビナートに対する攻撃に使用されることも真剣に議論されている。
　テロを完全に防ぐということは困難であっても、テロの起こる可能性のリスクを保有し、少しでも被害を小さくする意識が危機管理として求められている。テロ対策、爆発物探知など、警戒を厳重にするに伴い、新たな脅威の出現もあり、常に対策を進めていく必要がある。
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脚注
＊1
伝爆薬
爆薬を確実に爆ごうさせるために起爆装置の後に配置する爆薬。
＊2
ミリ波によるボディスキャナー
波長が10～1 mmの電波で透過性が高く衣服を透過して体や隠されたものを像としてとらえる。
要約
  米国の9.11同時多発テロ以降も、多数の人間を殺傷するテロが世界各地で発生している。テロ組織の世界中への蔓延や、インターネットを通じてテロを行うための情報が流れたりして、その根絶は難しい。なかでも、爆発物使用はテロの主要な手段として実行されてきている。爆発物テロの現状とその対策について解説する。
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